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ご
挨
拶

宮
司

澤
田
政
泰

　

今
年
の
四
月
を
も
っ
て
平
成
の
御
代
が
終

わ
り
令
和
と
な
り
ま
し
た
。上
皇
上
皇
后
両
陛

下
・
天
皇
皇
后
両
陛
下
は
も
と
よ
り
皇
室
の

御
安
泰
な
ら
び
に
国
運
の
隆
昌
、
氏
子
崇
敬
者

各
位
の
ご
多
幸
、
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念
い
た

し
ま
す
。

　

御
代
替
わ
り
を
お
祝
い
し
、
全
国
各
地
で
沢

山
の
奉
祝
行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。当
社

で
も
、
平
成
最
後
の
四
月
三
〇
日
、
そ
れ
ぞ
れ

の
氏
子
地
区
よ
り
隊
列
を
組
ん
で
、
神
社
ま
で

「
提
灯
行
列
」
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。参
加
者
全
員

が
境
内
に
揃
っ
た
後
、
各
地
区
の
代
表
者
が
拝

殿
に
上
が
り
、「
天
皇
陛
下
御
譲
位
御
安
泰
祈

願
祭
」
を
斎
行
し
、
引
き
続
き
全
員
で
拝
殿
前

に
掲
げ
た
日
の
丸
を
通
し
「
聖
寿
万
歳
」
を
三

唱
い
た
し
ま
し
た
。上
の
写
真
は
そ
の
時
の
写

真
で
す
。写
真
に
は
映
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
カ

メ
ラ
の
後
方
の
境
内
は
五
〇
〇
名
を
超
え
る

参
加
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
、
企
画
し
た
我
々
の

予
想
を
遥
か
に
超
え
る
盛
況
で
、
用
意
し
た
飲

み
物
も
不
足
す
る
程
で
し
た
。

　

翌
、五
月
一
日
に
は
旧
兎
原
郡（
東
灘
区
・

灘
区
・
芦
屋
市
）
と
西
宮
市
・
宝
塚
市
の
地
車

四
十
五
台
が
Ｊ
Ｒ
本
山
駅
北
の
山
手
幹
線
に

集
結
し
奉
祝
パ
レ
ー
ド
が
賑
々
し
く
行
わ
れ
、

当
社
の
氏
子
地
区
の
八
台
も
参
加
い
た
し
ま

し
た
。

　

さ
て
、
令
和
元
年
五
月
一
日
の
御
朱
印
を

求
め
て
全
国
各
地
の
有
名
社
寺
で
は
長
蛇
の

列
が
出
来
た
と
の
報
道
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
社
で
も
、
長
蛇
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
五
百

名
以
上
の
方
が
御
朱
印
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。社
頭
で
見
て
お
り
ま
す
と
、
数
年
前
に
若

い
女
性
か
ら
始
ま
っ
た
御
朱
印
ブ
ー
ム
は
、

高
齢
の
女
性
そ
し
て
高
齢
の
男
性
か
ら
若
い

男
性
へ
と
広
が
り
、
現
在
は
老
若
男
女
を
問

わ
ず
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。そ
の
中
で

御
朱
印
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
参
拝
者
の
マ

ナ
ー
の
悪
さ
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。し
か
し

な
が
ら
、
社
寺
の
方
も
ブ
ー
ム
を
当
て
込
ん

で
、
本
来
の
朱
印
か
ら
離
れ
た
カ
ラ
フ
ル
な

物
や
毎
月
違
う
特
別
御
朱
印
等
々
趣
向
を
凝

ら
す
所
も
増
え
、
結
果
と
し
て
参
拝
者
で
は

な
く
朱
印
コ
レ
ク
タ
ー
を
煽
る
事
と
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
は
本
末
転
倒
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。「
過
ぎ
た
る
は
猶
及
ば
ざ
る
が

如
し
」心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

御代替わり奉祝提灯行列



琴
浦
町
箆
津（
こ
と
う
ら
ち
ょ
う　

の
つ
）〕、『
増
鏡
』に
は
、稲

津
浦（
い
な
つ
う
ら
）と
あ
り
ま
す
。『
古
本
伯
耆
巻
』は
、
大
坂

と
書
い
て
い
ま
す
。現
在
の
逢
坂（
大
山
町
お
う
さ
か
）の
こ
と

で
す
。『
増
鏡
』の
稲
津
は
角
川
の
地
名
辞
典
鳥
取
県
版
に
よ
れ

ば
、「
稲
津
な
る
地
名
は
今
日
残
っ
て
お
ら
ず
明
ら
か
で
は
な

い
が
、『
梅
松
論
』な
ど
に
い
う「
野
津
」〔
赤
碕
町
箆
津
〕の
こ
と

で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。」と
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り『
太
平
記
』の
名
和
説
で
は
な
く
、
野
津
説
で
あ
る
こ

と
が
判
り
ま
す
。ち
な
み
に
私
の
自
宅
は
琴
浦
町
箆
津
の
海
岸

ま
で
三
百
メ
ー
ト
ル
で
す
。今
度
後
醍
醐
天
皇
の
御
事
跡
を
め

ぐ
る
旅
を
計
画
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
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後
醍
醐
天
皇
を
め
ぐ
る
不
思
議
な「
え
に
し
」

　

先
回
の「
ゆ
づ
る
は
」で
、
後
醍
醐
天
皇
は
伯
耆
の
国（
鳥
取

県
中
・
西
部
）
の
ど
こ
に
お
着
き
に
な
っ
た
の
か
を
一
緒
に
探

求
す
る
事
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
私
に

と
っ
て
大
き
な
事
件
が
起
こ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の「
河
合
宮
司
と
行
く
参
拝
旅
行
」で
、
昨
年（
平

成
三
十
年
）
の
十
月
に
吉
野
神
宮
を
参
拝
し
、
参
加
者
に
は
御

祭
神
で
あ
る
後
醍
醐
天
皇
の
事
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
宮
司
の

東
氏
に
は
「
ぜ
ひ
隠
岐
の
島
と
、
私
の
地
元
の
鳥
取
県
に
あ
る

名
和
長
年
公
を
お
祀
り
し
た
名
和
神
社
と
、
そ
し
て
後
醍
醐
天

皇
の
行
在
所
だ
っ
た
船
上
神
社
に
も
参
拝
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。そ
の
後
す
ぐ
の
十
二
月
中
旬
で
し
た
。

私
の
神
社
に
来
ら
れ
た
、
船
上
神
社
の
役
員
六
名
か
ら
「
船
上

神
社
の
宮
司
の
命
が
危
険
な
状
態
で
、
本
人
の
退
職
希
望
も
あ

り
、
新
宮
司
に
就
任
し
て
欲
し
い
。」
と
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

後
醍
醐
天
皇
と
そ
の
周
辺
❷

数
歳
若
い
は
ず
の
宮
司
の
病
重
く
、
一
瞬
を
争
う
雰
囲
気
の

中
、「
私
は
手
い
っ
ぱ
い
で
、
し
か
も
、
七
十
歳
近
く
に
な
っ
て

六
百
メ
ー
ト
ル
の
山
岳
を
登
り
、
祭
典
す
る
こ
と
は
過
酷
で

す
。」
と
即
答
を
避
け
ま
し
た
。家
族
会
議
を
開
い
て
、
息
子
の

禰
宜
の
意
見
を
聞
く
と
「
父
さ
ん
は
二
・
三
度
ほ
ど
祭
典
を
し

て
、
後
は
僕
に
任
せ
る
つ
も
り
だ
ろ
う
け
ど
何
度
も
何
度
も
山

に
登
り
、
お
祀
り
を
す
る
の
は
こ
の
僕
な
ん
だ
よ
。」と
い
い
ま

す
。し
か
し
、
妻
の「
皆
さ
ん
の
た
め
に
お
受
け
し
な
い
と
い
け

な
い
で
し
ょ
う
。こ
ん
な
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
の
に
！
」
と
い

う
一
言
で
、
返
答
を
す
る
た
め
の
一
週
間
の
猶
予
期
間
は
吹
っ

飛
び
お
受
け
す
る
こ
と
で
決
着
し
ま
し
た
。年
が
改
ま
り
、
神

社
本
庁
へ
の
書
類
等
の
提
出
。そ
し
て
、
兼
務
辞
令
が
届
き
ま

し
た
。相
前
後
す
る
か
の
よ
う
に
前
宮
司
は
旅
立
ち
ま
し
た
。

役
員
会
を
開
き
、
引
継
ぎ
の
無
か
っ
た
事
務
等
の
穴
埋
め
を
図

り
ま
し
た
。え
に
し
と
人
生
の
不
思
議
さ
を
感
じ
ま
す
。た
ま

た
ま
後
醍
醐
天
皇
に
か
か
わ
る
神
社
等
を
参
拝
し
た
り
、
紹
介

し
た
り
し
た
こ
と
が
結
局
、
行
在
所
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
船
上

神
社
宮
司
と
し
て
御
奉
仕
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
不
思
議
。

膝
が
痛
み
、
患
部
に
注
射
を
し
な
が
ら
祭
典
を
し
て
き
た
自
分

に
鞭
打
っ
て
六
百
メ
ー
ト
ル
の
山
道
を
一
時
間
掛
け
て
登
る

春
の
御
祭
り
は
、四
月
十
四
日
に
行
い
ま
し
た
。

　

経
済
王
の
渋
沢
栄
一
が
船
上
神
社
を
支
援

　

先
日
、
御
本
殿
に
収
ま
る「
棟
札
」〔
む
な
ふ
だ　

屋
根
裏
の

文
化
史
と
も
い
わ
れ
る
〕
を
県
立
博
物
館
学
芸
委
員
の
方
た
ち

と
調
査
し
ま
し
た
。詳
細
に
つ
い
て
は
別
に
譲
り
ま
す
が
、
神

社
へ
の
崇
敬
も
篤
く
、
ま
た
文
化
財
と
し
て
の
寺
社
に
も
経
済

的
支
援
を
惜
し
ま
な
い
渋
沢
栄
一
で
す
。「
今
、
補
修
を
し
て
お

か
ね
ば
歴
史
を
語
り
継
げ
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
よ

う
で
す
。渋
沢
栄
一
の
名
前
が
大
き
く
書
か
れ
て
い
る
二
メ
ー

ト
ル
の
棟
札
が
二
枚
出
て
き
ま
し
た
。あ
ら
か
じ
め
事
前
の
調

査
で
は
わ
か
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
新
壱
万
円
札
の
人
物
に
な

る
人
と
な
る
と
、ま
た
、特
別
な
気
持
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。

　

吉
野
神
宮
の
絵
馬
か
ら

　

吉
野
神
宮
で
求
め
た
絵
馬（
写
真
）を
ご
覧
下
さ
い
。後
醍
醐

天
皇
の
そ
ば
に
ひ
か
え
る
の
は
名
和
長
年
で
す
。約
六
十
キ
ロ

離
れ
た
隠
岐
か
ら
日
本
海
を
渡
り
、
伯
耆
の
国
へ
御
着
船
さ
れ

ま
し
た
。日
本
海
の
荒
波
が
左
端
に
見
え
ま
す
。

　
「
忘
れ
め
や　

よ
る
べ
も
涙
の　

あ
ら
磯
を　

み
舩

の
上
に　

と
め
し
心
は
」
と
、
名
和
長
年
が
賜
っ
た
和

歌
が
松
の
枝
の
右
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。吉
野
神
宮
の

絵
馬
を
納
め
る
袋
に
は
「
稲
津
浦
へ
環
幸
の
絵
馬
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
御
着
船
の
場
所
は
一
体
ど

こ
で
し
ょ
う
？
そ
し
て
「
稲
津
浦
」
っ
て
ど
こ
で
し
ょ

う
か
？
そ
れ
を
め
ぐ
り
い
く
つ
か
の
候
補
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
番
定
着
し
て
い
る
の
が
南
朝
〔
吉
野
〕
を
支
持
す

る『
太
平
記
』に
も
書
か
れ
て
い
る「
名
和
」の
港
で
す
。

逆
に
足
利
方
か
ら
の
視
点
で
書
か
れ
た『
梅
松
論
』（
ば

い
し
ょ
う
ろ
ん
）
に
は
奈
和
庄
野
津
郷
〔
現　

鳥
取
県

葦
原
神
社
　
宮
司
　
河
合 

鎮
徳

全
国
熊
野
会
鳥
取
県
支
部
長

吉野神宮の絵馬と絵馬袋

§
１　

行
在
所
：
天
皇
が
一
時
的
な
宮
殿
と
し
て
使
用
さ
れ
た
施
設

　
　

こ
の
行
在
所
は
、切
り
立
っ
た
船
上
山
の
頂
に
あ
っ
た

§
２　

兼
務
辞
令
：
葦
原
神
社
河
合
宮
司
が
船
上
神
社
の
宮
司
を
兼
ね
る

§
１

§
2
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日
　
記
　
抄

日
　
記
　
抄

 

二
十
七
日 

春
祭
・
地
車
祭　

打
合
始

 

同　
 

新
春
奉
仕
総
代
・
青
年
会　

懇
親
会

 

三
十
日 

神
社
庁
神
戸
市
支
部　

新
年
総
会

 

 

於
：
神
仙
閣　

宮
司
・
職
員
出
席

二
月 

一
日 

月
次
祭

　
　
　
三
日　

御
影
新
年
互
例
会

　
　
　
　
　
　

於
：
御
影
公
会
堂　

宮
司
出
席　

 

四
日 

神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

 

 

定
例
部
会　

於　

本
住
吉
神
社

 

 

宮
司
・
職
員
参
加

 

九
日 

澤
之
井　

祭

 

十
日 

月　

釜（
表
千
家
・
加
藤
か
ず
江
）

 

二
十
四
日 

祈
年
祭　

 

参
列
二
十
六
名

 

同　
 

総
代
会　

参
加
二
十
五
名

 

二
十
七
日 

兵
庫
県
神
社
庁
神
戸
市
支
部

 

 

顧
問
・
参
与　

役
員
懇
親
会

 

 

於
：
三
宮　

銀
平　
　

宮
司　

出
席

三
月 

一
日 

月
次
祭

 

三
日 

平
野　
三
星
稲
荷
社　

稲
荷
祭

 

十
日 

月　

釜（
香
道
泉
山
御
流
）

 

十
二
日 

神
戸
拘
置
所　

教
誨
師
会

 

 

於
：
生
田
神
社
会
館

 

十
七
日 

弓
弦
羽
神
社
責
任
役
員
会

 

 
（
予
算
案
等
審
議
）於
：
社
務
所

 

二
十
四
日 

西
之
町　

富
玉
稲
荷
社　

春
祭

 

二
十
六
日 

神
社
庁
神
戸
市
支
部
総
会

 

 

於
：
長
田
神
社　

宮
司
・
職
員
出
席

一
月 

一
日 

歳
旦
祭

 

 

吉
例　

鏡
開（
ふ
る
ま
い
酒
）

 

 

境
内
警
備　

奉
仕　

各
地
区
青
年
会

 

三
日 

元
始
祭

 

 

同　
 

新
春「
壽
」茶
席　

 

 

奉
仕　

淡
交
会
第
一
支
部
青
年
部

 

三
日
〜 

氏
子
地
区
各
団
体・企
業

　
　
　
　
　
　

年
頭
祈
願
祭

 

十
四
日 

御
保
岐
祭

 

十
五
日 

と
ん
ど（
神
札
・
注
連
飾
焼
納
）

 

二
十
三
日 

仮
殿
遷
座
祭

四
月 

一
日 

月
次
祭

 

七
日 

御
影「
は
な
び
ら
ま
つ
り
」開
催

 

同　
 

月　

釜（
表
千
家
・
宗
静
会
）

 

十
日 

神
社
庁
神
戸
市
支
部
東
灘
部
会

 

 

定
例
部
会　

於　
三
王
神
社

 

 

宮
司
・
職
員
参
加

 

三
十
日 

奉
祝
提
灯
行
列

五
月 

一
日 

月
次
祭

 

三
日 

春
季
大
祭　

参
列
四
十
八
名

 

四
日 

地
車
宮
入  

 

十
一
日 

兼
務
社 

西
平
野
厳
島
神
社
春
祭

 

十
三
日 

月　

釜（
裏
千
家
・
伊
藤
宗
和
）

　

六
月 

一
日 

月
次
祭

 

二
日 

弓
弦
羽
神
社
責
任
役
員
会

　
　
　
　
　
　
（
決
算
等
審
議
）於
：
社
務
所

 

同　
 

平
野
地
車　

昇
魂
式

 

四
日 

神
道
政
治
連
盟
近
畿
地
区
役
員
会

 

 

於
：
京
都
北
野
天
満
宮　

文
道
会
館

 

十
日 

月　

釜（
裏
千
家
・
渋
谷
宗
雅
）

　
　

十
六
日　

崇
敬
会
旅
行

　
　
　
　
　
　

奈
良
県　

橿
原
神
宮

 

十
九
日 

兵
庫
県
神
道
教
誨
師
会
総
会

　
　
　
　
　
　

於
：
生
田
神
社
会
館　

宮
司
出
席

 

三
十
日 

夏
越「
大
祓
」

5/3　仮殿（中門）前にての春季大祭

令
和
元
年　

下
半
期
行
事
予
定

七
月 

一
日 

月
次
祭

 

九
日 

月　

釜（
裏
千
家
・
大
井
宗
紅
）

 

二
十
一
日 

夏
祭・崇
敬
会
大
祭

八
月 

一
日 

月
次
祭

二
十
七
〜
二
十
八
日　

第
十
四
回　

全
国
熊
野
会
総
会

　
　
　
　
　
　

於
：
神
戸　

生
田
神
社
会
館 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
弦
羽
神
社　

参
拝

九
月 

一
日 

月
次
祭

 

八
日 

月　

釜（
裏
千
家
・
燦
燦
会
）

十
月 

一
日 

月
次
祭

 

十
一
日 

兼
務
社 

西
平
野
厳
島
神
社
例
祭

　
　
　

同 　
　

本
殿
正
遷
座
祭

 

十
二
日 

奉
祝
祭・例 

祭　

 

十
三
日 

奉
祝　

地
車
宮
入

 

二
十
日 

月　

釜（
裏
千
家
・
政　

宗
穂
）　

十
一
月 
一
日 

月
次
祭

十
一
月 

中  

七
五
三
御
祈
祷
受
付

十
二
月 
一
日 

月
次
祭

 

八
日 

月　

釜（
裏
千
家
・
髙
濱
宗
益
）

 

三
十
一
日 

年
越「
大
祓
」 

除
夜
祭

平野地車　6/2昇魂式　芦屋濵乃町に譲渡されました

　昨年の大祓式

　恒例「壽」茶席

仮殿遷座祭  詳細は７頁
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平
成
三
十
一
年
度　

上
期

　
　

祭
礼
等
奉
賛
者
御
芳
名

新
年
・
祈
年
祭
並
び
に
春
季
大
祭
な
ど
例
年
特
別
の
玉
串
料
並

び
に
献
備
品
が
数
多
く
奉
献
せ
ら
れ
、
御
神
徳
を
景
仰
さ
れ
る

方
々
に
よ
っ
て
、
逐
年
、
神
威
の
高
揚
と
社
頭
の
隆
昌
と
を
仰

ぎ
ま
す
こ
と
は
御
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
。
こ
こ
に
御
篤
志
の
方

々
の
芳
名
を
録
し
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

仮
殿
遷
座
祭

御
本
殿
の
改
修
や
造
営
を
行
お
う
と
す
る
時
に
神
霊
を
本
殿

か
ら
仮
殿
、竣
工
時
に
再
び
本
殿
に
移
す
が
、前
者
を
仮
殿
遷

座
祭
、後
者
を
本
殿
遷
座
祭（
正
遷
座
祭
）と
呼
ぶ
。い
ず
れ
も

神
霊
の
動
座
を
伴
う
の
で
最
も
重
要
な
祭
儀
と
さ
れ
、浄
暗
の

中
で
斎
行
さ
れ
る
。

仮
殿
遷
座
祭
の
鹵
簿　
右
が
先
頭

典
儀

前
導

松
明

大
麻

塩
湯

盾盾鉾鉾鉾鉾楽楽楽警
蹕

紫
御
翳

紫
御
翳

前
行

陰
灯

参
者

行
障

行
障

御御御御絹
垣

絹
垣

絹
垣

絹
垣

絹
垣

絹
垣

絹
垣

絹
垣

菅
御
翳

菅
御
翳

松
明

　
　

供
奉
総
代

　
　
　

 

・・・

　
　

供
奉
総
代

庭
燎

庭
燎

筳
道
・
布
単

威
儀
物
受
取

威
儀
物
受
取

点
灯
・
消
灯

参
者　

Ⅱ

神
職

神
職

関
連
業
者

神
職

神
職

青
年
会

青
年
会

総
代

総
代

総
代

総
代

伶
人

伶
人

伶
人

神
職

総
代

総
代

神
職

神
職

神
職

神
職

神
職

神
職

神
職

神
職

青
年
会

青
年
会

青
年
会

青
年
会

青
年
会

青
年
会

青
年
会

青
年
会

総
代

総
代

関
連
業
者

青
年
会

青
年
会

関
連
業
者

青
年
会

青
年
会

青
年
会

関
連
業
者

長
山
竹
之

暮
部　

優

杉
田
信
也

神
田
直
宣

戸
枝
政
一

保
元
伸
介

田
中
義
幸

小
南　

健

河
田　

實

杉
下
育
弘

矢
野
勇
治

森
崎
健
司

山
内
章
弘

高
橋
和
幸

三
谷
明
正

杉
本
憲
一

西
島　

徹

藤
村
淳
子

猿
丸
三
也
子

花
木
克
己

横
田
智
明

梶　

正
芳

宮
　

司

堀
熊
香
織

澤
田
政
彰

浅
利
卓
見

大
川
暁
彦

高
井
良
一

向
野
政
和

宇
都
宮
清
浩

平
田
佑
輔

光
延
健
志

松
岡
良
明

福
本
泰
史

高
橋
義
一

和
田
利
重

辻
本
賢
児

山
口
正
寛

田
村
春
樹

谷
尾
博
史

田
中
晴
士

片
山
弘
一
郎

田
中
伸
介

杉
田
信
二

新
　
春

【
玉
串
料
】

御

影

屋
　

犬

塚

六
峰
園　

志
井
一
雄

池

田

英

代

鍵

田

武

志

斎

藤

利

雄

酒

井

　

豊

酒

井

徹

郎

竹

内

路

乃

谷

田

雅

夫

常 

盤 

堂

中

野

　

隆

畠

中

和

廣

森

崎

健

二

内

田

浩

平

松

本

眼

科

盛

山

正

仁

山

形

敬

直

木

岡

良

仁

山

口

　

潤

山

口

美

枝

子

田

中

英

雄

【
献
酒
】

　

四
斗
樽
（
薦
被
り
）

菊

正

宗

酒

造

㈱

白

鶴

酒

造

㈱

剣

菱

酒

造

㈱

　

清
酒

櫻
正
宗
㈱
（
滝
鯉
）

㈱
神
戸
酒
心
館
（
福
寿
）

㈱
安
福
又
四
郎
商
店

　
　
　

（
大
国
正
宗
）

泉

酒

造

㈱

郡

家

自

治

会

郡
家
地
車
保
存
会

郡

家

青

年

会

上

御

影

協

力

会

平
野
地
車
保
存
会

上

御

影

青

年

会

中

御

影

青

年

会

中
御
影
地
車
保
存
会

弓

場

自

治

会

弓

場

青

年

会

弓
場
地
車
保
存
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

御
影
西
町
地
区
青
年
会

石

久

乾

石

材

植

木
　

信

行

植

木
　

信

太

植

木
　

純

二

植

木

　

敬

兼

清

正

幸

関

西

電

気

商

会

近

藤

里

子

㈱
サ
ン
テ
ィ
ッ
ク

小
泉
欧
児

嶋

村

理

弘

秋

香

報

恩

会

関
　

由

紀

子

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園　

　

理
事
長　

田
川　

智

竹

　

　

中

た
つ
の
矯
正
歯
科

谷

口

秀

哉

中
井
産
業
㈱
汐
屋

藤

原

　

久

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

神
戸
第
五
十
八
団

松

本

利

子

御
影
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル　

　
　
　
　

こ
ど
も
園

み

か

さ

商

店

お
り
ょ
う
り
御
厨

み

つ

巴

菓

舗

み

か

さ

商

店

【
献
品
】

新　

米　

1
0
㌔保

元
孝
彦

缶
ビ
ー
ル一
ケ
ー
ス鹿

嶽
商
会

缶
ジ
ュ
ー
ス
二
ケ
ー
ス

め
ぐ
み
鍼
灸
院

菓
子

虎
屋
吉
末

春
祭・祈
年
祭

【
玉
串
料
】

中
御
影
地
車
保
存
会

上

御

影

協

力

会

東

町

区

自

治

会

御
影
弓
場
自
治
会

御
影
本
町
五
六
会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

藤

原

　

久

髙

橋

義

一

田

中

艶

子

夏

原

房

次

郎

平

田

　

隆

一

原

裕

継

森

下

貴

裕

森

本

建

美

山

下

久

史

和

田

利

重

【
献
酒
】

御
影
西
町
地
区
自
治
会

五
月
大
祭

【
玉
串
料
】

香

雪

美

術

館

村

山

美

知

子

弓

弦

羽

神

社

　
　

春
祭
協
賛
会

中
御
影
地
車
保
存
会

御
影
本
町
五
六
自
治
会

野

添

忠

雄

西

御

影

親

和

会

東

町

区

自

治

会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

安
達
秀
則
・
文
子

岡

野

安

雅

杉

田

泰

子

高

橋

し

ん

ご

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園　

　

理
事
長　

田
川　

智

中

野

　

隆

藤

原

　

久

森
本
錺
金
具
製
作
所

安

井

俊

彦

西

平

野

自

治

会

芦

屋

神

社

池

田

英

代

浦

上

忠

文

田

中

艶

子

谷

田

雅

夫

夏

原

房

次

郎

平

田

　

隆

御
影
中
学
校　

校
長

山
本
智
尋

盛

山

正

仁

山

形

敬

直

一

原

裕

継

山

下

久

史

保

元

孝

彦

田

中

健

彦

森

本

建

美

【
献
酒
】

弓

弦

羽

神

社

　
　

春
祭
協
賛
会

菊

正

宗

酒

造

㈱

白

鶴

酒

造

㈱

剣

菱

酒

造

㈱

宝

酒

造

㈱

郡
家
地
区
自
治
会

郡
家
地
区
地
車
保
存
会

郡
家
地
区
青
年
会

上

御

影

協

力

会

平
野
地
車
保
存
会

上

御

影

青

年

会

中
御
影
地
車
保
存
会

中

御

影

青

年

会

西
御
影
地
車
保
存
会

東
町
区
地
車
保
存
会

弓

場

自

治

会

弓
場
地
車
保
存
会

弓

場

青

年

会

御
影
西
町
地
区
自
治
会

御
影
西
町
地
区
青
年
会

石

久

乾

石

材

植

木

信

行

植

木

　

敬

兼

清

正

幸

関

西

電

気

商

会

木
原
哲
郎
・
比
播
利

杉
田
組
建
築
設
計
工
房

竹

　

　

中

テ
ク
ノ
ル
ー
フ
建
創

徳

田

昭

一

郎

藤

原

　

久

み

か

さ

商

店

お
り
ょ
う
り　

御
厨

み

つ

巴

菓

舗

み

な

と

銀

行

　
　

阪
急
御
影
支
店

【
献
品
】

柏
餅　

壱
百
個

虎
屋
吉
末

盛　

花　

タ
ナ
カ
生
花
店

缶
ジ
ュ
ー
ス
一
ケ
ー
ス

め
ぐ
み
鍼
灸
院

月
次
祭

荒

井

暎

夫

大

江

ひ

ろ

み

大

　

　

神

奥

野

商

事

㈱

國

廣

節

子

小

前

和

代

学
校
法
人
高
羽
幼
稚
園　

　

理
事
長　

田
川　

智

竹

内

路

乃

田

中

英

雄

田

嶋

英

雄

野

　

　

黒

藤

原

幸

子

藤

原

　

久

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
珈
琲
㈱　

　

六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
工
場

月
　
釜

加

藤

か

ず

江

佐

藤

真

由

美

伊

藤

宗

和

渋

谷

宗

雅

弓
弦
羽
神
社　

仮
殿
遷
座
祭
次
第

平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
三
日
　
午
後
七
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
先
ず
　
手
水
の
儀

修　

祓　
　

宮
司　
　

一
拝

御
本
殿　

開　
　

扉　

宮
司　
　

祝
詞
奏
上　
　
　
　
　
　
　

　

召
点

　

禰
宜　

威
儀
物
を
各
所
役
に
授
く

宮
司　

以
下　

殿
内
に
参
入
す

遷　

御

仮
殿
前
に　

神
饌
を
供
す

宮
司　
　

祝
詞
奏
上　

宮
司　
　
　

玉
串
を
奉
り
て
拝
礼

所
役
代
表　

玉
串
を
奉
り
て
拝
礼　

神
饌
を
撤
す　

仮
殿　

 　

閉　
　

扉　

宮
司　
　

一
拝

宮
司　
　

挨
拶

宮
司
・
祭
員
以
下
一
同　

退
出　
　

①御本殿　開扉

御扉の錺金具を先立って外す

⑥4頁　日記抄の写真　仮殿前　玉串拝礼

⑤鹵簿（行列）

④鹵簿（行列） ③宮司　殿内に参入

②威儀物を所役に授く


